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   Ｃ１２Ｎ  15/00    ＺＮＡＡ
   Ｃ１２Ｎ   5/00    　　　Ｂ
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【手続補正書】
【提出日】平成20年8月27日(2008.8.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
配列番号：１１２に示されるアミノ酸配列からなる群から選択されるアミノ酸配列をコー
ドするヌクレオチド配列に対して少なくとも８０％の核酸配列同一性を有する単離された
核酸。
【請求項２】
配列番号：１１１に示されるヌクレオチド配列からなる群から選択されるヌクレオチド配
列に対して少なくとも８０％の核酸配列同一性を有する単離された核酸。
【請求項３】
配列番号：１１１に示されるヌクレオチド配列の完全長コーディング配列からなる群から
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選択されるヌクレオチド配列に対して少なくとも８０％の核酸配列同一性を有する単離さ
れた核酸。
【請求項４】
ＡＴＣＣ登録番号ＰＴＡ－２４０５のもとに寄託されたＤＮＡの完全長コーディング配列
に対して少なくとも８０％の核酸配列同一性を有する単離された核酸。
【請求項５】
請求項１の核酸を含むベクター。
【請求項６】
請求項５のベクターを含む宿主細胞。
【請求項７】
前記細胞がＣＨＯ細胞である請求項６の宿主細胞。
【請求項８】
前記細胞が大腸菌である請求項６の宿主細胞。
【請求項９】
前記細胞が酵母菌である請求項６の宿主細胞。
【請求項１０】
ＰＲＯポリペプチドの発現に適した条件で請求項６の宿主細胞を培養し、細胞培地からＰ
ＲＯポリペプチドを回収することを含むＰＲＯポリペプチドの生成方法。
【請求項１１】
配列番号：１１２に示されるアミノ酸配列からなる群から選択されるアミノ酸配列に対し
て少なくとも８０％のアミノ酸配列同一性を有する単離されたポリペプチド。
【請求項１２】
ＡＴＣＣ登録番号ＰＴＡ－２４０５のもとに寄託されたＤＮＡの完全長コーディング配列
によりコードされるアミノ酸配列に対して少なくとも８０％のアミノ酸配列同一性を有す
る単離されたポリぺプチド。
【請求項１３】
異種アミノ酸配列に融合した請求項１１に記載のポリペプチドを含むキメラ分子。
【請求項１４】
前記異種アミノ酸配列がエピトープタグ配列である、請求項１３のキメラ分子。
【請求項１５】
前記異種アミノ酸配列が免疫グロブリンのＦｃ領域である、請求項１３のキメラ分子。
【請求項１６】
請求項１１に記載のポリペプチドに特異的に結合する抗体。
【請求項１７】
前記抗体がモノクローナル抗体、ヒト化抗体又は一本鎖抗体である、請求項１６の抗体。
【請求項１８】
(a) 連結するシグナルペプチドを欠く配列番号：１１２に示されるポリペプチドをコード
するヌクレオチド配列；
　(b)連結するシグナルペプチドを有する配列番号：１１２に示されるポリペプチドの細
胞外ドメインをコードするヌクレオチド配列；又は
　(c)連結するシグナルペプチドを欠く配列番号：１１２に示されるポリペプチドの細胞
外ドメインをコードするヌクレオチド配列：
に対して少なくとも８０％の核酸配列同一性を有する単離された核酸。
【請求項１９】
(a)連結するシグナルペプチドを欠く配列番号：１１２に示されるポリペプチドのアミノ
酸配列；
　(b)連結するシグナルペプチドを有する配列番号：１１２に示されるポリペプチドの細
胞外ドメインのアミノ酸配列；又は 
　(c) 連結するシグナルペプチドを欠く配列番号：１１２に示されるポリペプチドの細胞
外ドメインのアミノ酸配列：
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に対して少なくとも８０％のアミノ酸配列同一性を有する単離されたポリペプチド。
【請求項２０】
哺乳動物における腫瘍の存在を検出する方法であって、(a)前記哺乳動物から得た試験試
料及び(b)同細胞型の正常細胞のコントロール試料におけるＰＲＯ２１４３４ポリペプチ
ドの発現レベルを比較することを含み、試験試料の前記ＰＲＯポリペプチドの発現がコン
トロール試料に比較して高いレベルであることによって前記哺乳動物における腫瘍の存在
が示される方法。
【請求項２１】
前記腫瘍が肝腫瘍である、請求項２０の方法。
【請求項２２】
配列番号：１１１から誘導されるオリゴヌクレオチドプローブ。
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